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デーリィ
プリンセス

大橋 美月 係

審査員を
務めた

高橋 良典 主任

令和７年度　釧路丹頂農業協同組合令和７年度　釧路丹頂農業協同組合
音別・白糠合同家畜共進会　開催音別・白糠合同家畜共進会　開催

　
６
月
３
日
、
白
糠
町
家
畜
共
進

会
場
に
て
、
令
和
７
年
度
釧
路
丹

頂
農
業
協
同
組
合 

音
別
・
白
糠

合
同
家
畜
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
音
別
・
白
糠
地
区
よ
り
26
頭
の

乳
牛
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
と
し

て
株
式
会
社
野
澤
組 

北
海
道
営

業
本
部 

畜
産
グ
ル
ー
プ 

高
橋 

良
典 

主
任
が
審
査
に
あ
た
り
、

デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
は
当
Ｊ
Ａ

営
農
部 

農
業
振
興
支
援
課 

大
橋 

美
月 

係
が
務
め
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
五
十
嵐 

大
地

さ
ん
の
出
品
牛 

フ
オ
グ
ラ
ン
ド 

バ
ー
リ
ー 

リ
ン
ダ
（
第
８
部
）

が
見
事
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
、
細
谷 

亮
太
さ
ん
の
出
品
牛 

Ｈ
Ｓ
Ｙ 
ア
イ
キ
ヤ
ン
デ
イ 

ビ

ユ
ー　
ニ
ユ
ー
ト
ラ
ル（
第
4
部
）

が
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選

が
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
地
区
対
抗
で
は
、

ば
れ
ま
し
た
。
地
区
対
抗
で
は
、

和
天
別
地
区
が
１
位
と
な
り
ま
し

和
天
別
地
区
が
１
位
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

初
夏
の
気
持
ち
の
良
い
空
気
の

初
夏
の
気
持
ち
の
良
い
空
気
の

中
、
自
慢
の
牛
を
連
れ
た
皆
さ
ん

中
、
自
慢
の
牛
を
連
れ
た
皆
さ
ん

や
観
客
の
方
々
で
会
場
は
大
い
に

や
観
客
の
方
々
で
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
表

　
主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

の
と
お
り
で
す
。

　
５
月
24
・
25
日
の
２
日
間
、
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
場
（
安
平
町
）
に
て
、
２
０
２

５
年
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
道
各
地
区
の
代
表
牛
２
９
９
頭
が
出
品
さ

れ
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
坪
井 

泰

憲 

氏（
弟
子
屈
町 

酪
農
家
）、ア
ソ
シ
エ
ー
ト・

ジ
ャ
ッ
ジ
は
山
賀 

秀
一 

氏
（
別
海
町　
酪
農

家
）
が
務
め
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、３
農
場
４
頭
が
出
品
さ
れ
、

各
部
に
お
い
て
健
闘
し
、
管
内
対
抗
で
は
釧
路

地
区
が
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
豊
富
町 

㈱
栗
城
牧
場
の
エ
ツ
セ
ン
ス 

デ
ル
タ
ラ
ム
ダ 

キ
ン
グ　
ア
ポ
ロ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
出
品
さ
れ
た
入
賞
牛
及
び
出
品

者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

部 名　　　　号 出品者
１部 フオグランド ポ－タル ポリ－ クラツカ－ 五十嵐　大地
２部 ＢＳ ＯＳＥ クレ－ヌ－ク ジヤフア ＥＴ （株）大坂ファーム
３部 フオグランド ラスタ－ バツク メアリ－ 五十嵐　大地
４部 ＨＳＹ アイキヤンデイ ビユ－ ニユ－トラル 細　谷　亮　太
５部 ＢＳ フアンシ－ オ－ルイツト ポリス（株）大坂ファーム
７部 ヘイチヤン ドリ－ム スタ－ アポロ ＥＴ （合）伊深ファーム
８部 フオグランド バ－リ－ リンダ 五十嵐　大地
９部 Ｍ.Ｓ エアロ ドツク （株）M ＆ S
10部 アントラ－ジ ホツトロツド ペトラ 松　田　浩　二

入賞牛一覧表（ＪＡくしろ丹頂分）
部 結果 名　　　号 出品者

３部 18位 フオグランド サベージ スクエア ラスター 五十嵐　大地
10部 13位 フオグランド クインス ホームカミング 五十嵐　大地
12部 15位 ジヤイコ ラムダ ロロノア ゾロ ＥＴ （農）清和農場
13部 16位 ＯＰ ＭＢＢ サイドキツク ラブリング （株）植田牧場

グランドチヤンピオン
フオグランド バ－リ－ リンダ 五十嵐　大地
リザーブグランドチヤンピオン
Ｍ.Ｓ エアロ ドツク （株）M ＆ S
ジュニアチヤンピオン
ＨＳＹ アイキヤンデイ ビユ－ ニユ－トラル 細　谷　亮　太
リザーブジュニアチヤンピオン
ＢＳ ＯＳＥ クレ－ヌ－ク ジヤフア ＥＴ （株）大坂ファーム

２０２５年　北海道ブラック＆ホワイトショウ　開催２０２５年　北海道ブラック＆ホワイトショウ　開催
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応援しております！

令和７年度　新規就農者へ激励状を贈呈令和７年度　新規就農者へ激励状を贈呈

鶴居中学校生徒が酪農体験学習を行いました！鶴居中学校生徒が酪農体験学習を行いました！

　
５
月
30
日
、
鶴
居
事
務
所
で
令
和
７
年
度

新
規
就
農
者
へ
の
激
励
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
激
励
状
は
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
令

和
７
年
３
月
ま
で
に
就
農
し
た
新
規
就
農
者

や
後
継
者
を
対
象
と
し
、
北
海
道
農
業
・
農

村
を
担
う
一
員
と
し
て
、
新
規
就
農
者
が
英

知
と
努
力
を
も
っ
て
農
業
に
意
欲
的
に
取
組

む
こ
と
を
期
待
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

が
激
励
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
当
日
は
、
役
職
員
が
見
守
る
中
、
白
糠
地

区
の
菊
地
晃
輔
さ
ん
ご
夫
妻
へ
千
葉
組
合
長

よ
り
激
励
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
し
っ
か

り
と
受
け
取
っ
た
晃
輔
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
力
強
い
決
意
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
農
業
の
未
来
を
担
う
新
た
な
お
二

人
の
門
出
に
、
温
か
な
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た

式
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
ご
夫
妻
の
ご
活

躍
を
心
よ
り
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
２
日
、
鶴
居
中
学
校
２
年
生
が
鶴

居
村
中
久
著
呂
地
区
の
増
田
農
場
で
酪
農

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
16

名
の
生
徒
が
参
加
し
、
最
初
に
農
場
主
の

増
田 

一
真
さ
ん
か
ら
酪
農
の
仕
事
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
説
明
を
受
け
た
後
、
増
田
さ
ん
を
は
じ

め
青
年
部
鶴
居
支
部
の
部
員
７
名
か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
牛
に
ミ
ル
ク

を
作
っ
て
飲
ま
せ
た
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
運
転
席
に
座
っ
て
み
た

り
、
モ
ク
シ
を
つ
け
た
牛
を
連
れ
て
み
た

り
と
様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
最
初
は

少
し
緊
張
し
て
い
た
様
子
の
生
徒
た
ち

も
、
次
第
に
笑
顔
を
見
せ
、
牛
と
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
く
れ

る
と
嬉
し
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

酪
農
の
大
変
さ
と
楽
し
さ
の
両
方
を
学
ぶ

貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
体
験
と
学
習
を
通
し
て
、
地
域
の

農
業
と
暮
ら
し
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る

事
を
学
び
、
酪
農
や
農
業
に
少
し
で
も
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。

お散歩♪

吸いついたよ！
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　更新後４年を経過した圃場では牧草割合が50％を切る状態にあり、５年を経過し

た圃場では雑草割合が50％を超える調査結果となりました。そのため、計画的な草

地改良と継続的な植生維持管理が必要となります。

全地区 牧草割合

イネ科
43％

雑　草
43％

裸地
7％

マメ科 7％

ＪＡくしろ丹頂　植生改善プロジェクト

調査年月：令和７年５月
調査機関：ＪＡ

　当ＪＡ管内の圃場の植生を調査し、各地区の植生についてまとめました。

　今回の調査では、平成30年～令和６年の間で草地改良を行った圃場の調査をいたしました。

植生 調査結果

11 ＪＡ全体の調査結果ＪＡ全体の調査結果 ５３３か所

　

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

全
地
区
平
均

H30更新（７年目） 28％ 6％ 3％ 0％ 0％ 0％ 0％ 38％ 24％ 17％ 4％ 2％ 0％ 8％ 56％ 6％ 100％

R１更新（６年目） 28％ 4％ 4％ 0％ 0％ 1％ 0％ 37％ 28％ 16％ 5％ 2％ 0％ 6％ 57％ 6％ 100％

R２更新（５年目） 29％ 5％ 5％ 1％ 0％ 1％ 0％ 40％ 22％ 17％ 3％ 3％ 1％ 8％ 53％ 7％ 100％

R３更新（４年目） 37％ 3％ 6％ 1％ 0％ 0％ 1％ 48％ 18％ 14％ 3％ 1％ 1％ 7％ 46％ 6％ 100％

R４更新（３年目） 45％ 8％ 5％ 1％ 0％ 0％ 0％ 59％ 7％ 6％ 2％ 8％ 2％ 7％ 31％ 10％ 100％

R５更新（２年目） 47％ 7％ 6％ 1％ 0％ 0％ 4％ 65％ 10％ 5％ 1％ 3％ 1％ 7％ 27％ 8％ 100％

R６更新（１年目） 51％ 6％ 8％ 1％ 0％ 0％ 2％ 68％ 7％ 7％ 2％ 0％ 1％ 9％ 26％ 6％ 100％

※四捨五入でデータを作成しています。
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22 各地区における調査結果各地区における調査結果

鶴居地区

イネ科
47％

雑　草
37％

裸地
8％

マメ科 8％

幌呂地区

イネ科
43％

雑　草
41％

裸地
7％

マメ科
9％

●鶴居地区 １８０か所（更新圃場のみ）

●幌呂地区 １１１か所（更新圃場のみ）

＊�鶴居地区の調査では、更新４年目以降の牧草割合が50％を切る結果となりました。
更新後１～２年については、マメ科が10％程度残っていますが、数年で減少してし
まう傾向にありました。裸地割合も高いことから、マメ科の追播を行うのも有効だ
と思われます。

＊�幌呂地区の調査では、更新５年目以降の牧草割合が50％を切る結果となりました。
調査をした中では、マメ科の定着率は良いですが、シバムギの割合が高い傾向にあり
ました。更新後シバムギが出てこないように、更新時に除草剤をしっかりと散布する
ことが重要です。更新を行っていない圃場だけではなく、更新後ある程度の年数が経
過している圃場の更新や、追幡の検討を視野に入れる事が継続的な植生維持管理に繋
がります。

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

鶴
居

H30更新（７年目） 29％ 8％ 3％ 0％ 0％ 0％ 0％ 40％ 28％ 7％ 5％ 2％ 0％ 11％ 52％ 8％ 100％
R１更新（６年目） 27％ 7％ 2％ 0％ 0％ 0％ 0％ 37％ 34％ 7％ 6％ 1％ 0％ 8％ 56％ 7％ 100％
R２更新（５年目） 29％ 9％ 6％ 1％ 0％ 0％ 1％ 46％ 20％ 10％ 2％ 1％ 1％ 11％ 46％ 9％ 100％
R３更新（４年目） 40％ 2％ 9％ 0％ 0％ 0％ 1％ 52％ 14％ 12％ 4％ 2％ 0％ 9％ 42％ 6％ 100％
R４更新（３年目） 49％ 8％ 4％ 2％ 0％ 0％ 0％ 63％ 4％ 8％ 4％ 0％ 2％ 7％ 25％ 12％ 100％
R５更新（２年目） 36％ 16％ 9％ 2％ 1％ 0％ 0％ 63％ 13％ 4％ 1％ 0％ 1％ 7％ 26％ 11％ 100％
R６更新（１年目） 56％ 8％ 11％ 2％ 0％ 0％ 3％ 79％ 3％ 1％ 0％ 0％ 1％ 12％ 17％ 4％ 100％

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

幌
呂

H30更新（７年目） 26％ 4％ 2％ 0％ 1％ 0％ 0％ 33％ 35％ 15％ 5％ 0％ 0％ 6％ 61％ 6％ 100％
R１更新（６年目） 22％ 1％ 4％ 0％ 0％ 2％ 1％ 31％ 42％ 12％ 5％ 0％ 0％ 3％ 62％ 7％ 100％
R２更新（５年目） 28％ 5％ 4％ 0％ 0％ 0％ 0％ 38％ 36％ 9％ 6％ 0％ 1％ 4％ 55％ 7％ 100％
R３更新（４年目） 39％ 6％ 7％ 0％ 0％ 0％ 4％ 57％ 20％ 7％ 2％ 0％ 2％ 5％ 35％ 8％ 100％
R４更新（３年目） 50％ 7％ 6％ 2％ 0％ 0％ 0％ 65％ 16％ 8％ 2％ 0％ 1％ 4％ 29％ 6％ 100％
R５更新（２年目） 47％ 8％ 3％ 2％ 0％ 0％ 16％ 75％ 8％ 5％ 0％ 0％ 0％ 4％ 17％ 8％ 100％
R６更新（１年目） 42％ 8％ 7％ 0％ 0％ 1％ 3％ 61％ 6％ 13％ 3％ 0％ 0％ 7％ 29％ 10％ 100％
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●白糠地区 １５８か所（更新圃場のみ）

●音別地区 ８４か所の平均値（更新圃場のみ）

＊�白糠地区の調査では、更新後４年目以降の圃場で、リードカナリーグラスの割合
が高いことがわかりました。リードカナリーグラスは地下茎イネ科雑草であり、
根の量が多いため、更新時の除草剤は高濃度で散布することを推奨します。
　また、裸地割合も高いことから、マメ科の追播を行うのも有効だと思われます。

＊音別地区においては、令和６年更新の圃場はありませんでした。
　�音別地区は、メドウフォックステイルの割合が多い圃場が見受けられました。出
穂がチモシーと比較して早いため、作業機を介して種が他の圃場に広がることも
あります。作業機の洗浄をすることも重要といえます。
　�また、更新３年目以降、雑草割合が50％を超える結果となっているため、更新の
際は関係機関と連携し草種にあった除草剤の散布を推奨します。

白糠地区

イネ科
46％

雑　草
41％

裸地
8％

マメ科 5％

音別地区

イネ科
37％雑　草

52％

裸地
6％

マメ科 5％

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

白
糠

H30更新（７年目） 29％ 6％ 4％ 1％ 0％ 1％ 0％ 40％ 16％ 23％ 3％ 2％ 0％ 9％ 53％ 7％ 100％
R１更新（６年目） 29％ 4％ 5％ 1％ 0％ 0％ 0％ 39％ 17％ 25％ 5％ 1％ 0％ 7％ 55％ 5％ 100％
R２更新（５年目） 31％ 2％ 4％ 0％ 0％ 0％ 0％ 39％ 19％ 24％ 4％ 2％ 0％ 6％ 55％ 6％ 100％
R３更新（４年目） 31％ 3％ 5％ 0％ 0％ 0％ 0％ 39％ 11％ 25％ 3％ 1％ 1％ 14％ 55％ 7％ 100％
R４更新（３年目） 62％ 0％ 6％ 0％ 0％ 0％ 0％ 68％ 3％ 3％ 0％ 0％ 1％ 10％ 16％ 16％ 100％
R５更新（２年目） 62％ 2％ 6％ 1％ 0％ 0％ 0％ 71％ 9％ 4％ 2％ 1％ 1％ 5％ 22％ 7％ 100％
R６更新（１年目） 54％ 1％ 7％ 1％ 0％ 0％ 0％ 64％ 12％ 7％ 1％ 0％ 3％ 7％ 31％ 5％ 100％

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

音
別

H30更新（７年目） 28％ 6％ 4％ 0％ 0％ 0％ 0％ 39％ 18％ 22％ 4％ 3％ 0％ 8％ 56％ 5％ 100％
R１更新（６年目） 34％ 3％ 3％ 0％ 0％ 0％ 0％ 40％ 19％ 20％ 4％ 7％ 0％ 5％ 55％ 5％ 100％
R２更新（５年目） 25％ 2％ 5％ 1％ 0％ 2％ 0％ 36％ 14％ 23％ 3％ 8％ 1％ 9％ 57％ 6％ 100％
R３更新（４年目） 38％ 1％ 3％ 2％ 0％ 0％ 0％ 44％ 28％ 11％ 4％ 3％ 3％ 2％ 51％ 5％ 100％
R４更新（３年目） 19％ 16％ 5％ 1％ 0％ 0％ 0％ 41％ 7％ 5％ 2％ 31％ 3％ 6％ 54％ 5％ 100％
R５更新（２年目） 43％ 1％ 6％ 1％ 0％ 1％ 0％ 50％ 10％ 8％ 1％ 10％ 1％ 14％ 43％ 8％ 100％
R６更新（１年目）
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　今年度については当ＪＡ全体で533箇所の圃場を調査した経過にあります。
　当ＪＡ平均では、更新時の土壌処理や更新後の草地管理にもよりますが、更新後４年を超えると雑草及び
裸地割合が、40％～ 50％となっています。主な雑草としてシバムギやリードカナリーグラスが挙げられ、
圃場によっては草地更新１年経過後でも10％程度は草地に侵入しております。
　草地の生産性を高めるためには、計画的な追幡による簡易更新や完全更新を行う事が有効であり、実施す
るに当たっては施工費や資材費といったコストを要しますが、生乳生産基盤強化のため、農協の草地改良促
進事業を積極的に活用頂けますよう宜しくお願い致します。

○イネ科雑草対策のポイント� ………………………………………………
【PointⅠ】

　シバムギやリードカナリーグラスなどが多い草地では、グリホサート系除草剤が有効であり、除草
剤は植物の茎葉部から吸収されます。薬剤を十分に吸収させるためには、葉がある程度伸びている必
要があります。リードカナリーグラスは草丈が60cm程度まで、シバムギは草丈が40～50cmになった
タイミングで散布しましょう。また、散布後は植物体に薬剤が吸収されるのを待つため、反転耕起ま
で10日以上必要ですす。

【PointⅡ】
　スラリーの散布は、播種した年から翌年の最終番草収穫後まで控えてください。その後は早春５月
中旬までに、１番草刈取後は10日以内に散布することで、草地を痛めず植生を長持ちさせることがで
きます。しかしスラリーの施用量が多い処理ほどマメ科牧草の割合の低下がみられる場合もあるため、
施用量には注意する必要があります。

33 調査まとめ調査まとめ

44 除草剤の有効活用除草剤の有効活用
　草地の維持管理と更新にあたっては、除草剤を有効活用するとより効果が増しますので散布方法に
ついてご紹介します。

＊草地更新の場合
グリホサート剤耕耕起起前前散散布布(地下茎･宿根性雑草対策)

(シバムギ･リードカナリグラス･レッドトップ･ギシギシ･アザミ等)

メリット：耕起前の雑草を含む前植生を枯らす。

⇒耕起後に再生する雑草の密度を低下させる。

デメリット：実生からの雑草発生を防除するのは難しい。

耕耕起起前前のの雑雑草草のの
生生育育がが十十分分進進んんだだ
時時期期にに薬薬剤剤散散布布

雑雑草草がが枯枯れれるる
ままでで1100日日以以上上

放放置置

耕耕起起･･砕砕土土ななどど
通通常常のの更更新新作作業業

をを行行うう

牧牧草草のの種種子子をを
はは種種すするる

グリホサート剤 はは種種前前散散布布（実生･１年生雑草対策）

(アカザ、シロザ、タデ、ヒエ等 宿根性雑草の再生草)

※泥炭土壌は、薬害が発生する危険性があるため、この方法での処理は避ける。

牧牧草草収収穫穫後後
直直ちちにに耕耕起起･･砕砕土土

整整地地すするる

3300日日以以上上ああけけ
雑雑草草がが出出揃揃うう

ののをを待待つつ

雑雑草草がが出出揃揃っっ
たたらら薬薬剤剤をを散散布布

散散布布後後
同同日日～～1100日日以以内内
にに牧牧草草ををはは種種

メリット： 耕起･整地後に発生する実生の雑草に効果的

⇒播種した牧草の定着を促す。

デメリット：耕起から播種まで期間があくため、土壌の種類

や天候によっては表土が硬くなる場合がある。

耕耕起起前前処処理理ととはは種種前前処処理理のの体体系系処処理理

更更新新前前

3300日日以以上上ああけけ
実実生生雑雑草草がが

揃揃ううののをを待待つつ

散散布布後後
同同日日～～1100日日以以内内
にに牧牧草草ををはは種種

草草地地更更新新のの完完成成

メリット :地下茎イネ科･宿根草、実生雑草に安定した効果が期待。
デメリット:作業工程に日数を要するので、播種時期の確保が必要。

薬剤を２回散布するため、コストがかかる。

耕耕起起前前のの雑雑草草のの
生生育育がが十十分分進進んんだだ
時時期期にに薬薬剤剤散散布布

雑雑草草がが枯枯れれるるままでで
1100日日以以上上放放置置

耕耕起起･･砕砕土土ななどど、、
通通常常のの更更新新作作業業

をを行行うう

雑雑草草がが出出揃揃っっ
たたらら薬薬剤剤をを散散布布

リードカナリーグラスとシバムギの混在

耕起前散布
（前植生対応）

は種前散布
（実生発生対応）

＋＋
グルホサート剤の

体系処理

はは種種限限界界をを
考考慮慮すするる

耕起前処理：リードカナリーの草丈：6600㎝㎝をを上上限限
シバムギの草丈：4400㎝㎝程程度度((混混在在のの場場合合シシババムムギギ優優先先))

散散布布から播播種種床床造造成成まで1100日日以以上上あける
※散布ムラや気象条件等で効果不十分の場合、速やかに2回目の茎葉散布を行う

播種前処理：整整地地･･鎮鎮圧圧から散散布布まで3300日日以以上上あける

グリホサート剤の効果を十分発揮させるタイミング

混播の植生改善スケジュール
地域

オーチャード主体チモシー主体

マメ科追播 8月下旬
チモシー播種 9月上中旬

9月上旬道央・道南

マメ科追播 8月中下旬
チモシー播種 8月末～9月上旬

8月中下旬
十勝中部

オホーツク

マメ科追播 8月中旬
チモシー播種 8月下旬

8月中旬根釧地域
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農業用廃プラスチックを回収しました農業用廃プラスチックを回収しました

　
５
月
12
日
か
ら
14
日
に
音
別

地
区
、
５
月
14
日
・
15
日
に
白

糠
地
区
、
５
月
28
日
か
ら
30
日

に
鶴
居
・
幌
呂
地
区
で
、
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
負
荷
の
軽
減
や
資
源
の

有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
再
生

可
能
な
資
源
と
し
て
で
き
る
限

り
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
当
Ｊ
Ａ
も

回
収
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
運
送
業
者
の
協
力
の
も

と
、
専
門
業
者
へ
と
運
ば
れ
ま

専
門
業
者
へ
と
運
ば
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
鶴
居
地
区

し
た
。
今
回
は
、
鶴
居
地
区  

約約
5656
ｔ
、
幌
呂
地
区

ｔ
、
幌
呂
地
区  

約約
3636
ｔ
、
ｔ
、

白
糠
地
区

白
糠
地
区  

約約
2020
ｔ
、
音
別
地

ｔ
、
音
別
地

区区  
約約
1313
ｔ
が
回
収
さ
れ
リ
サ

ｔ
が
回
収
さ
れ
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
へ
と
つ
な
げ
ま
し

イ
ク
ル
処
理
へ
と
つ
な
げ
ま
し

た
。
た
。

たくさん回収
できました

令令和和７７年年６６月月１１日日にに改改正正労労働働安安全全衛衛生生規規則則がが施施行行さされれままししたた

現現場場ににおおけけるる対対応応ととししてて

熱中症のおそれがある労働者を早期に見つけ、その状況に応じ、迅速かつ適切に対処することにより、
熱中症の重篤化を防止するための「「体体制制整整備備」」「「手手順順作作成成」」「「関関係係者者へへのの周周知知」」が事事業業者者にに義義務務付付けけ
られました

強化の対象となるのは

「「ＷＷＢＢＧＧＴＴ※※２２８８度度以以上上ままたたはは気気温温３３１１度度以以上上のの環環境境下下でで

連連続続１１時時間間以以上上ままたたはは１１日日４４時時間間をを超超ええてて実実施施」」が見込まれる作業

※※WBGT (Wet Bulb Globe Temperature) は、暑さ指数とも呼ばれ、気温、湿度、日射・輻射（ふくしゃ）熱を考慮して算出され、熱中症予防の指針と
して活用されています。 厚生労働省ホームページより引用

職職場場ににおおけけるる熱熱中中症症対対策策のの強強化化ををししままししょょうう！！

基基本本的的なな考考ええ方方

1

見見つつけけるる
・作業現場の見回り
・定期的に連絡を取り合う
・２人１組で作業をする など

熱熱中中症症がが疑疑わわれれるる人人をを 2

判判断断すするる
迅速かつ的確な判断ができるよう、
緊急連絡網などの報告体制の整備、
実施手順を定め関係者に周知

熱熱中中症症かか 3

対対処処すするる
作業からの離脱、身体冷却、医療機関への
搬送等、重篤化を防止するために必要な措
置の実施手順の作成と関係者への周知

熱熱中中症症にに

熱熱中中症症がが疑疑わわれれるる
症症状状例例

【他覚症状】ふらつき、生あくび、失神、大量の発汗、痙攣 など

【自覚症状】めまい、筋肉痛・こむら返り、頭痛、不快感、吐き気、倦怠感、高体温 など
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辞 令 発 令辞 令 発 令

組組合合員員・・ごご利利用用者者ののみみななささままへへ  

 
 
 

 

 

 

日頃より当組合ホクレン幌呂給油所をご利用いただき誠にありがとうございます。 

この度、当店の営業日につきまして令令和和 77年年 77月月 1199日日（（土土））より業務内容改善の為、誠に勝手ではございます 

が下記のとおり変更させていただく事となりました。 

お客様には大変ご不便をお掛けいたしますが、今後もより一層、ご満足頂けますよう努めてまいりますので、引き

続きご利用賜りますようお願い申し上げます。 

 

■変更日        令令和和 77年年 77月月 1199日日  土土曜曜日日かからら  

 

■定休日 

 

変変更更後後  土土曜曜  ・・  日日曜曜  ・・  祝祝日日  

 

【お問い合わせ先】  釧路丹頂農業協同組合 幌呂給油所 

☏0154-65-2118 

現  在 日曜 ・ 祝日 

令和７年６月１日付
氏　名 新　所　属 旧　所　属

久保田幸彦 購　買　部 燃料課鶴居給油所係長 （社）釧路市音別町農業振興公社（出向）

令和７年７月１日付
氏　名 新　所　属 旧　所　属

西村　隆志 畜産生産部長 購買部長兼音別・白糠購買課長
位下　光廣 購買部長兼音別・白糠購買課長 畜産生産部長
田村　貴之 管　理　部 管理課企画管理係 購　買　部 燃料課鶴居給油所係
門　　彩夏 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係兼

総務係
髙野　早苗 営　農　部 音別・白糠農業振興支援課農業振興

支援係
営　農　部 音白酪農ヘルパー・乳牛検定組合合

同事務局係
山本　　悟 営　農　部 音白酪農ヘルパー・乳牛検定組合合

同事務局係
購　買　部 燃料課白糠給油所係

遠藤　悠人 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（音・白担当）
饒村　　紫 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（音・白担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当）
堀　　結愛 購　買　部 音別・白糠購買課生活音別店係兼

資材音別店係
金融共済部 本店金融課金融係
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
既存の設備を活用した牛舎の暑熱対策事例 

釧路も夏を迎え、いよいよ暑熱の問題が気になる時期になりました。暑熱対策として、送風機な

どの機材を新たに導入する以外に、今ある牛舎・設備を有効活用することも重要です。既存の設備

にひと工夫を加えた事例を紹介します。 

 

普及センターで発行している資料には、上記の他に工夫した事例や資材・

機材を取り入れた事例、暑熱対策の考え方などの役立つ情報を載せています。 

牛舎にあるものを活かして、夏場を爽やかに乗り越えましょう。 

天井板の穴を塞ぐ、牛舎内の壁を抜く 

送風機にフードを取り付ける 

送風機の角度を調節する 

 

普普及及セセンンタターーHHPP  

ははここちちらら  ▶▶  

技術資料は、釧路管内の

農場へ配付しています ▶ 

ギ酸タンクを輪切りにし、送風機に

取り付ける 

→風が拡散せずに直進することで

風風速速がが向向上上 

天井板の破損を修繕、穴を埋める 

→天井裏へ風が流出しなくなり、

換換気気効効率率がが向向上上 

牛舎開口部から牛床に向かう風

を妨げていた壁を抜く 

→妨げがなくなり、風風速速をを確確保保 

牛に当たる風が強い 

広範囲に風が当たる 

繋ぎ牛舎にて、位置によって送風機の角度

を調節し、送風機真下の牛にも風が当たる

ようにする 

→牛牛体体にに当当たたるる風風速速をを確確保保 45度 

60度 
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　日曜日 　月曜日 　火曜日 　水曜日 　木曜日 　金曜日 　土曜日

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 01 02

03 04 05 06 07 08 09
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
10 11 12 13 14 15 16

　山の日 幌呂取次センター 音別取次センター 　盆休のため
営業日 営業日 ATMお休み

17 18 19 20 21 22 23
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
24 25 26 27 28 29 30

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

31 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
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幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

14 15 16 17 18 19 20
　敬老の日 幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
21 22 23 24 25 26 27

幌呂取次センター 　秋分の日 音別取次センター
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８月１５日は盆休のためATMはお休みとなります。鶴居本店・白糠支店は通常営業しております。

2025 9月

2025 8月

幌幌呂呂・・音音別別「「取取次次セセンンタターー」」営営業業日日カカレレンンダダーー
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牛乳をも～っと食卓に

今月のミルクレシピ
ジワっと広がる肉汁のハーモニー
カニ風味のシュウマイ

作り方

材料（4人分）
　　牛乳…………………………………………… 50ml
　　オイスターソース………………………… 小さじ1
鶏ももひき肉……………………………………… 150g
酒………………………………………………… 大さじ1
タマネギ…………………………… 大1/2コ（100g）
片栗粉…………………………………… 大さじ1・1/2
カニ風味かまぼこ（フレーク）………………… 100g
ギョーザの皮……………………………………… 24枚
白菜……………………………………………… 2、3枚

A

①タマネギは細かいみじん切りにし、片栗粉をまぶす。
②ボウルにひき肉と酒とAを合わせて粘りが出るまでよく混ぜ、①とカニ風味かまぼこを混ぜる。
③ギョーザの皮を1枚ずつにして広げ、まん中に②をスプーンですくってのせ、周囲を寄せて包む。
④深さのあるフライパンに足つきの網を置き、クッキングシートと大きめに切った白菜を重ね、③を並
べ、網の下に熱湯を注ぐ。

⑤強火にかけ、ふたをする。蒸気が立ってきたら中火にして10分蒸す。

ミルク大好き

つぶやきコーナー

私も祈っています

感想ありがとうございます♡
ぜひ作ってください！

うりぼー

ポッキー

ソラ

腕はポッキー色に
なったかな？

イクちゃん

楽しみですね～♪

暑くなかったと思いますよ～

15



A B C D E

キ
リ
ト
リ

７月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

今回の答えは8月号に掲載するよっ！！

1 4 5 7 10６月号
の答え １　食品保存容器が１つない　４　カタツムリがいる 

５　容器の梅が少ない　　　　７　ストローが短い 
10　ポットの取っ手が違う

ククロスロスワワードードパパズルズル

ヨコのカギ

タテのカギ

１　ミーンミン、シャワシャワ、カナカナカナ……
２　物事にかかわりを持つこと
３　代金は今度まとめて払うね
４　西田佐知子のヒット曲、『コーヒー・――』
６　—さだまさしの名曲『――流し』で歌われているのは、

長崎県などでするお盆の行事
８　スイカにかける人もいます
10　２分の１がハーフなら４分の１は
12　チョウが吸うもの
14　台木にくっつけたり挟んだりして育てます
16　もう一杯、お――!
18　鼻の長い動物

１　国際博覧会（万博）には――各国が出展します
３　朝顔に――とられてもらひ水（千代女）
５　官の対義語
６　合格を目指して受けることも
７　二十四節気のひとつ。令和７年は８月23日です
９　悪夢を食べるといわれる想像上の動物
11　旧国名のひとつ。今の滋賀県あたり
13　人が並んで作るもの
15　コイン――に荷物を入れた
17　紙幣のすかしは――防止策のひとつです
19　魚などの内臓のこと
20　あぶく。ソーダ水からたくさん出ます
21　半透明でプルプルした洋菓子

どなたでも応募できますのでたくさんの応募お待ちしております。

あたまの体操
正解者３名に

当農協の生乳を使用した

白糠酪恵舎の

「ソフトDEモナカ」
をプレゼント!!

なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。

《応募方法》
左下の部分を鶴居事務所 管理課へ
FAX（0154-64-2315）をいただくか、
切り取っていただき各事務所へ提出してください。

《締め切り》
　2025年７月26日まで
　当選者の発表は８月号にて発表します。
　 プレゼントのお渡しは発送とさせていただきます。

アコちゃん さん・イクちゃん さん
ポッキー さん

おめでとうございます!! ６月号の当選者

夏はアイスクリーム
ですよね！
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哺育育成センターに預託しませんか！労働力が不足している方
育成牛の飼養スペースが足りない方

・新規で預託する場合、「鶴居哺育育成センター互助会」に加入して頂きます。（互助会費は入牧頭数1頭につき1,000円）

・３日齢から受入しています。なお、受入頭数に余裕がある場合は、育成牛の受入や預託期間を延長出来ます。（要協議）

令和７年６月２０日現在飼養頭数
区分 収容可能頭数 在場頭数 受入可能頭数

導入舎 70 頭 68 頭 2 頭
哺育舎 80 頭 76 頭 4 頭
3・6舎 150 頭 70 頭 80 頭
7・8舎 100 頭 92 頭 8 頭

合計 400 頭 306 頭 94 頭

預託料金（１日当たり）
０日齢～ ６０日齢 税抜８７０円 （税込９５７円）

６１日齢～１５０日齢 税抜６７０円 （税込７３７円）
１５１日齢～２４０日齢 税抜６５０円 （税込７１５円）
２４１日齢～ 税抜６５０円 （税込７１５円）

畜産生産部販売課　　　TEL：0154-65-2314
鶴居哺育育成センター　TEL：0154-64-2260

お問い合わせ先

お電話お待ちしています。
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

■令和７年度 　生乳生産実績（５月）
月計乳量（kg） 同月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,849,110.8 105.8 19,268,468.7 106.2
鶴 居 地 区 3,797,109.0 106.4 7,440,424.2 107.4
幌 呂 地 区 2,896,071.3 106.9 5,694,470.4 107.3
白 糠 地 区 1,808,333.7 105.6 3,506,505.4 106.2
音 別 地 区 1,347,596.8 102.4 2,627,068.7 100.6

管 内 計 47,104,575.1 103.4 92,187,602.2 103.5
（前年度管内計） 45,554,570.8 89,112,354.7

理　事　会　報　告
５月臨時理事会　令和７年５月21日（水曜日）

５月定例理事会　令和７年５月30日（金曜日）

付議事項　 
議案第１号　代表理事の選任について
議案第２号　組合長及び専務の選任について
議案第３号　信用担当理事の選任について

議案第４号　理事の報酬の配分について
議案第５号　—退任理事に対する退職慰労金の支給について
議案第６号　使用人の退職事由の除外について
議案第７号　その他

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．４月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．ＪＡバンク経営戦略シートの策定について

付議事項　 
議案第１号　—専門委員会並びに関係団体等の委員・役

員の選任について　
議案第２号　—行政庁に提出する業務報告書及び連結業

務報告書について
議案第３号　—組合業務及び財産（連結含む）の状況に

関する情報開示について

議案第４号　—出資配当金に対する出資への増口について
議案第５号　—定款第53条第２項に規定する理事の順

位について
議案第６号　固定資産の取得について
議案第７号　—令和７年度　畜産・酪農収益力強化整備等

特別対策事業（機械導入事業）に係る配分
予定額（第１回要望分）の承認について

議案第８号　顧問の設置について

その他協議事項　 
１．—春季地区懇談会および第19回通常総会における意
見・要望等について

２．当面の業務日程について
３．その他

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□�今年は早い時期から暑い日が続いておりますが、みなさん体
調を崩されたりしていませんか？これからが夏本番ですね
外での作業も、外での遊びも、暑さに負けず笑顔で楽しい夏
を過ごしていただきたいです！
　�先日、空を見上げると彩雲が出ていました。良いことがある
前触れとも聞きます。これからも毎日の中に小さい幸せを探
していきたいです （門脇） 良いことがありますように


